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第 39 回石川県母性衛生学会総会・学術集会 
 
日  時 2023 年 6 月 25 日（日） 
会  場 金沢大学附属病院 宝町キャンパス 十全講堂 ハイブリッド開催 

開会 9：25～ 

第 39 回石川県母性衛生学会総会・学術集会 
       会長 上野 浩久 

一般演題 

第 I 群 9：30～10：10 座長 南加賀保健福祉センター 沼田 直子 
 
1. 石川県における産後ケア事業の利用状況 

公立小松大学 
〇山田貴代、坂本めぐみ、久司留理子 

 
2. 病産院の助産師が行う 2 週間健診を中心とした産後健診における母親へのメンタルヘルスケ

アの実践 ～メンタルヘルススクリーニングに焦点を当てて～ 
１）石川県立看護大学大学院 看護学研究科 博士前期課程 女性看護学専攻令和 4 年度修了 

２）石川県立看護大学 
〇西真理子１）２）、米田昌代２） 

 
3. 幼少期に母親からの虐待経験をもつ精神疾患合併妊婦の「夫と二人で育児をしたい」思いを

妊娠中から支えた看護 
金沢大学附属病院 

〇前田咲子、乙﨑亜希子 
 
4. 20 代女性を対象としたファッション雑誌におけるダイエット情報の現状と課題 

１）公立小松大学保健医療学部看護学科第 2 期生 
２）公立小松大学保健医療学部看護学科 

〇垣内咲紀１）、黒埼佳奈１）、笹山怜奈１）、西出未羽１） 
松下由依１）、宗像玲華１）、坂本めぐみ２） 
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第 II 群 10：10～10：50 座長 金沢大学医薬保健研究域保健学系  毎田 佳子  

5. 産科診療所における「新しい生活様式」が妊婦の体重に与える影響 
医療法人 HIROHISA 会 めぐみクリニック 

〇石黒祐莉香、上野浩久、堀田りさ、佐々木玲美、猪村宜代、荒木こずえ、片山祐美 
 
6. 産科有床診療所における分娩第 3 期のアクティブマネジメントの有効性に関する検討 

吉本レディースクリニック 
〇野﨑紀子、藤原優子、吉本裕子 

 
7. 当科での超小型モバイル胎児心拍陣痛計 iCTG の活用 

小松市民病院 産婦人科 
〇岡 康子、中島瑞希、中出恭平 

 
8. 圧電体動計とビデオ画像の比較による新生児の体動測定 

１）元金沢大学医薬保健研究域、２）湘南医療大学臨床医学研究所、 
３）金沢大学附属病院、４）湘南医療大学リハビリテーション学科、 

５）東京医科大学産科婦人科学分野 
〇根本 鉄１）、島田啓子２）、谷内 薫２）、斉藤琴子２）、鈴木知生５）、小野政徳５） 

 
 
 
特別講演 11：00～12：00    

座長 めぐみクリニック 院長  上野 浩久 
 

『 命の広がり笑顔が広がる社会つくり 
～途上国でのフィールド実践より～ 』 

演者  森田 佳奈子 先生 
 （Cyanal House 代表理事/国際保健専門家） 

 
【共催 トーイツ株式会社】 

 
 

 
 
石川県母性衛生学会総会 12：15～12：25 
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第 III 群 12：30～13：10 座長 金沢大学附属病院産科病陳  乙崎亜希子 

 
9. 周産期死亡が予期される帝王切開術における手術室看護師と病棟助産師の協働の実際 

独立行政法人国立病院機構金沢医療センター 中央手術部 
〇中西 瞳、木村千佳、北川 智、中野泰規、巽 香織 

 
10. 双子の母親の母乳育児の経験 ―双子の母親の母乳育児支援について考察― 

１）石川県立中央病院 MFICU  
２）石川県立中央病院 産科病棟 

３）石川県立看護総合専門学校 
〇小櫻莉央１）、糸屋雅恵２）、永榮美和３） 

 
11. 母乳育児を継続した初産婦が授乳トラブルを経験した際に感じた助産師によるエモーショナ

ルサポート 
１）金沢大学附属病院 

２）金沢大学医薬保健研究域保健学系 
林 里奈１）、西田牧子１）、田淵紀子２）、鏡 真美２） 

 
12. 勤務助産師の乳房ケアに対する困難さとその対処経験を通して身につけた自分なりの乳房ケ

ア 
１）石川県立看護大学大学院助産看護学令和 3 年度修了生 ２）石川県立看護大学 

３）石川県立中央病院 産科病棟 
〇寺田真理１）３）、米田昌代２） 

 
 
閉会 13：10 
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お知らせとお願い 

＜ハイブリッド開催＞ 
本学術講演会は現地での対面開催とオンラインライブ配信を複合したハイブリッド開催となり

ます。安全・安心な学術集会の開催成功に向け、感染防止のためのお願い事項について、ご協力
をいただけますようお願い申しあげます。 
 

現地参加者の皆様へ 

* 参加費は 1,000 円です。（学生は 500 円） 
* 専門医研修出席証明および機構専門医の認定講習である専門医講習（本学術講演会では特別

講演が産婦人科領域講習に該当します。）の参加受付は、産科婦人科学会カード（JSOG カー
ド）をご使用いただきますので、必ずご持参くださいますようお願い申し上げます。 

* 日本産婦人科医会研修参加証（医会シール）を発行いたします。 
* 本会は、社会医学系専門医制度における「社会医学系分野に関連する学会・団体活動の実績

等」（G 単位）に該当します。 
 

オンライン参加者の皆様へ 

* オンライン参加希望の方は事前参加登録が必要です。以下の URL 又は QR コードからお申
し込みください。 

アドレス https://kanazawa-obgyn.org/39th/  

* 参加費は 1,000 円です（学生もオンライン参加の場合は 1,000 円）。参加登録
の際にクレジット決済・銀行振込にてお支払いください。また参加登録後の取り消しは、お
受けいたしかねます。お支払いいただいた参加登録費は理由の如何に関わらず返金いたしま
せんので、二重登録にご注意ください。ご参加いただいた方に後日参加証兼領収書をお送り
いたします。 

* 専門医研修出席証明および機構専門医の認定講習である専門医講習（本学術講演会では特別
講演が産婦人科領域講習に該当します。）の参加受付は、日本産科婦人科学会会員番号にて 
WEB 参加登録をいただき、ご参加いただいた方には自動的に付与されます。視聴履歴が残っ
ていない方は付与対象外となりますので、ご注意ください。 

* 日本産婦人科医会研修参加証（医会シール）を発行いたします。参加登録の際に、研修シー
ル申請の希望有無をご入力ください。ご参加いただいた方に後日郵送にて研修参加証シール
をお送りいたします。 

* 本会は、社会医学系専門医制度における「社会医学系分野に関連する学会・団体活動の実績
等」（G 単位）に該当します。 
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演題発表の皆様へ 

1. 発表時間 講演 7 分、討論 3 分 
2. 発表はすべて PC 発表です。 
3. 発表ファイルは Windows 版 PowerPoint2003 以降での作成をお願いいたします。Macintosh

の方も、PowerPoint で作成をお願いします。投影は Windows PC を使用します。 
4. 発表データは USB メモリーにてお持ちください。円滑な進行のため、データは学会で用意し

た PC にコピーして使用いたします。発表者ツールは使用できません。 
 

 
—お問い合わせ先 ― 石川県母性衛生学会事務局 

〒920-8641 石川県金沢市宝町 13 番 1 号 

金沢大学医薬保健研究域医学系産科婦人科学教室内 

TEL：076-265-2425 / FAX：076-234-4266 

E-mail：doumon@med.kanazawa-u.ac.jp 
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交通のご案内 

 
 
■ マイカ－ 
北陸自動車道 
金沢西インターから 約２５分 
金沢森本インターから 約２０分 
金沢東インターから 約２５分 
※ マイカーでお越しの方は、医学類駐車場または附属病院駐車場をご利用ください。会場受付
にて割引駐車券（200 円/日）を配布致します。 
 
■ 金沢駅からバス 
金沢大学附属病院または小立野（北陸銀行前）で下車（駅から約 2 0～ 3 0 分） 
◇ 金沢駅兼六園口（東口） ⑦ 番乗り場発 1 1 東部車庫・金沢東高校・金沢学院大学行き １２ 

北陸大学・湯涌温泉行き（小立野経由） 
◇ 金沢駅兼六園口（東口） ⑥ 番乗り場発 1 3 湯谷原・医王山 1 4 田上行き（金商経由） 
※ 運行本数の多い兼六園口（東口） ⑦ 番乗場（橋場町経由） のご利用が便利です。 
  

マイカー入口 
（医学類） 

会場 

マイカー入口 
（附属病院） 
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共催：トーイツ株式会社 

 

 
 

 
 


